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議事日程 

      第１ 諸般の報告 

      第２ 会議録署名議員の指名 

      第３ 会期の決定 

      第４ 平成２３年度施政方針及び教育方針について 

      第５ 議第８号から議第３６号まで一括上程 

         （平成２３年度野洲市一般会計予算 他２８件） 

          提案理由説明 

      第６ 請願第１号及び請願第２号 

         （住宅リフォーム助成制度の創設を求める請願書 他１件） 

          紹介議員説明 

      第７ 予算特別委員会の設置及び委員の選任 

      第８ 予算特別委員会の正副委員長の互選結果の報告 

市長提出議案 

議第  ８号 平成２３年度野洲市一般会計予算 

議第  ９号 平成２３年度野洲市国民健康保険事業特別会計予算 

議第 １０号 平成２３年度野洲市後期高齢者医療特別会計予算 

議第 １１号 平成２３年度野洲市介護保険事業特別会計予算 

議第 １２号 平成２３年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計予算 

議第 １３号 平成２３年度野洲市下水道事業特別会計予算 

議案 １４号 平成２３年度野洲市墓地公園事業特別会計予算 

議第 １５号 平成２３年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計予算 

議第 １６号 平成２３年度野洲市工業団地等整備事業特別会計予算 

議第 １７号 平成２３年度野洲市土地取得特別会計予算 

議第 １８号 平成２３年度野洲市水道事業会計予算 

議第 １９号 平成２２年度野洲市一般会計補正予算（第６号） 

議第 ２０号 平成２２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号） 

議第 ２１号 平成２２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号） 
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議第 ２２号 平成２２年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第２号） 

議第 ２３号 平成２２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議第 ２４号 平成２２年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

議第 ２５号 平成２２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第２号） 

議第 ２６号 平成２２年度野洲市工業団地等整備事業特別会計補正予算

（第１号） 

議第 ２７号 野洲市人権センター条例 

議第 ２８号 「野洲リバーサイドタウン」地区計画の区域内における建築

物の制限に関する条例 

議第 ２９号 野洲市事務分掌条例等の一部を改正する条例 

議第 ３０号 野洲市使用料条例の一部を改正する条例 

議第 ３１号 野洲市重要な公の施設の廃止又は独占利用に関する条例の一

部を改正する条例 

議第 ３２号 野洲市地域総合センター条例の一部を改正する条例 

議第 ３３号 野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

議第 ３４号 野洲市地域ふれあい公園条例の一部を改正する条例 

議第 ３５号 野洲市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調

査結果の縦覧等の手続に関する条例の一部を改正する条例 

議第 ３６号 市道路線の認定及び廃止について 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（立入三千男君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。ただいま

の出席議員は１９名であります。定足数に達しておりますので、平成２３年第２回野洲市

議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 これより日程に入ります。 

 （日程第１） 

○議長（立入三千男君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

 出席議員１９名、欠席議員１名、欠席議員は、１６番、三和郁子君であります。 
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 次に、本日の議事日程は既に配付済みの議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元に配付しており

ますのでご了承願います。 

 （日程第２） 

○議長（立入三千男君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、第２０番、河野司君、第１番、

太田健一君を指名いたします。 

 （日程第３） 

○議長（立入三千男君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２４日までの２５日間といたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（立入三千男君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月２４日ま

での２５日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付済みの会期日程のとおりでありますので

ご了承願います。 

 （日程第４） 

○議長（立入三千男君） 日程第４、平成２３年度施政方針及び教育方針について、市長、

教育長から発言を求められておりますので、これを許します。まず、施政方針について、 

市長。 

 はい、市長。 

○市長（山仲善彰君） 議員の皆さんおはようございます。平成２３年第２回野洲市議会

定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様にはご参集を賜り厚くお礼申し上げます。 

 平成２０年１０月末に市政をお預かりいたしまして、ちょうど２年４カ月となり任期の

半分余りがたちました。この間、マニフェスト「もっと野洲２１計画」に掲げた政策と財

政健全化集中改革プランで提案いたしました取り組みを着実に進めてまいりました。マニ

フェストの実現ではロードマップを策定し、取り組みを進めてまいりました。その結果、

既にご報告しましたとおり、上半期２年間の実績といたしましては、１３４事業のうち８

８事業が完了もしくは予定どおり進行しており、おおむね及第点といって差し支えないも
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のと思っております。また、財政健全化集中改革プランでは、残っていた野洲小学校のＰ

ＦＩ維持管理に係る高額な契約も解消でき、都市計画税などを除き、おおむね達成できて

いるものと考えております。 

今後は、残された課題及びマニフェストとプランには位置づけられていない新クリーン

センターの整備、東消防署の移転・新築と市民防災拠点の再編、野洲駅前民有地の買い取

り可否の検討などにつきまして一層の努力をしてまいります。 

新年度予算編成におきましては、引き続き財政健全化集中改革プランを着実に反映する

とともに、編成過程につきましても、昨年度と同様、積極的に市民の皆さんに情報を公開

し、徹底した透明性の確保に努め、市民の皆さんの参画を得ながら編成作業を進めてまい

りました。今年度は、昨年１２月には担当部課の予算要求段階の情報をもとに、また本年

１月には中間査定状況をもとに市民懇談会を開催し、より一層の透明性確保と市民参画に

努めてまいりました。危機的な財政状況の中ではありますが、市政の課題を直視し、それ

を着実に解決しながら、野洲の元気と安心をつくっていく予算案にまとめることができた

と思っております。特に子育て支援や教育、高齢者や障害を持つ人たちの自立支援におい

ては、可能な限り切れ目のないサービス提供、また商工業や農林水産業などの産業面では

持続性と力強い発展を目指した施策展開に努めました。さらに基盤整備面では、道路や治

水対策など安全と発展の基礎となる部分に重点を置きました。 

一方、組織体制面では、機能的な組織運営を目指して企画調整課・財政課・人事課等を

設置することといたしました。また、長年の同和人権施策の刷新の糸口とするために、人

権センターを開設し、啓発に加え、人権相談や擁護の取り組みを充実いたします。さらに、

退職職員の生活の安定と能力を生かすことを目的に、再任用制度の運用を図ってまいりま

す。本日ここに、平成２３年度一般会計予算を初めとする重要諸案件を提案させていただ

きましたが、ご審議をお願いするに当たりまして、新年度予算に関連します主要施策を申

し上げ、議員の皆様を初め、広く市民のご理解とご協力を賜りたいと思っております。 

それでは、以下、平成２３年度における具体の説明を申し上げます。 

一般会計の予算規模は１８７億１，２００万円となり、前年度当初予算と比較しますと

９億５，２００万円の増額、率にして５．４％の増となりました。予算規模が大きく伸び

た主な要因は、子ども手当に係る予算を前年度では当初予算に計上せず、補正対応といた

しましたが、平成２３年度当初予算では、電算システムの改修や支給事務等の執行体制を

考慮し、当初予算から必要額を計上したことにより、大きな伸びとなったところでありま
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す。また、財源不足への対応として、財政調整基金から３億円を、公共施設等整備基金か

ら１億円を取り崩して対応したことから、財政調整基金は残り４億６，５００万円となる

見込みです。 

 それでは、私のマニフェストの３つの政策の柱であります「もっとのびのび自由に・も

っとわくわく楽しく・もっとしっかり安全・安心」に基づき、後の議案説明と重なるとこ

ろもありますが、新規施策を中心にご説明を申し上げます。 

 まず「もっとのびのび自由に」では、まず教育面では、すべての子どもたちが元気に生

き生きと学ぶことができる元気な学校の創造の実現を目指し、市民に信頼される学校づく

りに取り組みます。特に学校の喫緊の課題である特別支援教育や不登校児童生徒の支援体

制の充実を図りつつ、学校の教育力向上につなげます。また、学校の施設整備関係では、

平成２３年度にはすべての小中学校の耐震化工事が完了し、耐震化率１００％となります。

また、児童生徒の安全・安心で快適な学習環境を確保するために、市内の全幼小中学校に

エアコンを順次整備していきます。 

次に「もっとわくわく楽しく」では、まず総合計画の見直しでは、昨年度に引き続き作

業を行い、野洲の元気と安心を築くための基本的な枠組みとして、年内の策定を目指しま

す。 

次に、農業面では、野洲市にある豊富な農水産物の学校給食や市内事業所食堂での利用

促進を進めるとともに、市内直売店や移動販売等を拡充し、地産地消を推進します。 

 商工業振興では、新しい産業動向と消費動向に対応した効果的な商工業振興施策のあり

方について、できる限り具体的な戦略を盛り込んだ指針策定に取り組みます。 

 高齢者の外出支援や市民の移動性の向上を図るため、コミュニティバスのサービスの向

上を目指して定期券の発行やダイヤ改善により増便を行います。さらに、今後の路線拡大

に向けた検討を進めます。 

最後に「もっとしっかり安全・安心」では、まず子育て支援対策として、平成２２年度

から学童保育所定員倍増の取り組みを進めていますが、平成２４年度に学童保育所と放課

後子ども教室を完全に一元化することを目的として、学童保育所の整備を進めていきます。

具体的には、中主・北野・三上のこどもの家施設整備を行います。なお、平成２２年度に

施設整備が完了する野洲･祇王こどもの家においては順次受け入れを開始し、この学区での

待機児童の解消を実現します。整備が完了した篠原こども園においては、当面は１施設２

制度併用となりますが、就学前の子どもの保育・教育サービスの一元的な提供を目指して
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幼保一元化を推進していきます。 

高齢化対策として、高齢者が要介護状態になっても住みなれた地域で安心して生活が維

持できるよう、病院・診療所・介護サービス提供者など、要介護高齢者の支援にかかわる

機関が情報を共有できる野洲発の取り組みとして、在宅療養手帳の本格運用を行います。

市民の相談体制の充実として、生活自立及び就労を希望する市民に対して、関係機関と連

携のもと、専門的な知識を持ったパーソナルサポーターが寄り添いながら当事者の支援を

行い、生活困難や生活面での不安定さの解消を図ります。 

環境対策としては、耐用期限を迎えているクリーンセンターについて、施設立地を依頼

している地元のご理解を得つつ、平成２８年度操業をめどに新規施設の整備に必要な調査

等を実施します。 

防火・防災対策では、湖南広域行政組合における防災拠点耐震補強計画に基づく、東消

防署の移転新築を受託事業として行い、あわせて、本市の防災センター併設に必要な業務

を進めてまいります。 

次に、これらの施策・事業を展開するのに必要な財源につきまして、ご説明を申し上げ

ます。まず、市税は８０億７，８００万円で、平成２２年度と比較しますと、２．１％、

約１億６，４００万円の増収見込みとなりました。これは個人市民税では２億円以上の減

収が見込まれますが、企業の業績回復を見込み、法人市民税の増額を見積もったものです。

地方交付税は２３億２，０００万円の見込みで、平成２２年度と比較しますと、４億６，

０００万円の増となります。国庫支出金・県支出金、並びに他の財源につきましては、そ

れぞれの事務事業に必要な所要額を計上しております。繰入金につきましては、財政調整

基金から３億円、公共施設等整備基金から１億円を取り崩して対応しています。工業振興

助成金の交付額５，０００万円の確保を図るために、財政調整基金からの繰入金が想定よ

りも多くなっております。なお、市債につきましては、小中学校の耐震化工事に一定のめ

どがついたことから、前年度当初に比べ、約７億１，８００万円の減となり、２２億５，

４００万円となりました。以上が主な財源の内容であります。 

最後に、私のマニフェストに掲げておりますとおり、住みよいまちは私たちの元気と安

心の源であります。市民がまちを育て、まちが市民を育てるという考えのもと、市民の皆

様の積極的なご参加をいただきながら、徹底した透明化と建設的な政策づくり、そしてそ

の実現による新しい形のまちづくりを進めてまいりたいと考えております。今後とも議員

の皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げまして、平成２３年度予算審議の議会冒頭に当
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たり、私の施政方針とさせていただきます。 

○議長（立入三千男君） 次に、教育方針について、教育長。 

○教育長（南出儀一郎君） おはようございます。それでは、私のほうから平成２３年度

の野洲市の教育方針について説明を申し上げます。 

 まず、教育を取り巻く状況についてでありますが、教育を取り巻く環境や状況が大きく

変化している中で、社会では少子高齢化や高度情報化の進展、産業・就業構造の変化、国

際化等の変化に伴って、子どもの学力、基本的な生活習慣、不登校、いじめ、虐待、規範

意識、家庭や地域の教育力の低下、子どもの居場所、不審者対策等、解決すべき多くの教

育課題が生じてきております。これらの課題を解決し、本市教育の発展のために基本的な

方向を明確にするとともに、教育施策をどのように推進していくかを明らかにした野洲市

教育振興基本計画を策定したところでございます。本市は三上山から琵琶湖へと広がる豊

かな自然に恵まれ、銅鐸を初め歴史遺産や伝統文化の豊富なまちであり、未来に伸びる子

どもたち一人一人を大切にしながら、子どもたちとともに大人も学び合う生涯学習のまち

づくり、人づくりを目指します。また、今までのようにハード面や外からの情報の提供を

待つだけではなく、市内にある貴重な歴史的遺産を初め、地域の教育財を生かす取り組み

を進めることが重要となってまいります。 

 次に、平成２３年度の教育方針について、ご説明を申し上げます。 

 野洲市の教育方針として、野洲市教育振興基本計画の基本理念である「一人一人が大切

にされ、大人も子供も学び合うまちづくり・人づくり」の実現を目指し、１．子どもたち

の生きる力を育て、２．家庭、学校・園、地域、企業等が連携して、学校・園を含めた地

域の教育力を高め、３．お互いが学び合う生涯学習のまちをつくるために取り組みを進め

てまいります。そして、就学前においては、感性豊かな心の育ちを、学校教育においては、

生きる力と自主・自立の能力を、さらに社会に出てからは、生涯にわたって学び実践する

行動力を身につける教育を進めていきたいと考えております。また、学校と地域が連携を

深め、協働して子どもたちの育成に取り組むことが、元気な学校をつくり児童生徒の学力

や知力を高め、さらには地域の教育力の向上につながるものでございます。 

平成２３年度においては、「郷土に根ざして世界にはばたく人づくり」をコンセプトとし

て、野洲市の教育課題を直視しながら、将来の明るい展望を持つ教育行政の推進のために、

次の６つを柱に据えて施策を展開いたします。 

 まず第１点目、元気な学校、園の創造であります。子どもの教育において教師が元気を
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出して生き生きと活動することは、子どもの元気と意欲、学力の向上へとつながり、その

後の人づくりに直結いたします。そのために、元気な学校づくり事業を継続して実施し、

学校の元気の回復に努めるとともに、地域の協力を得て学校を支援する学校応援団事業を

実施いたします。学習面では、新学習指導要領のもと、教科の指導はもちろんのこと、人

権、命を大切にした教育を進めます。次代を担う子どもたちのための情報ＩＣＴ教育につ

いて、子どもたちが意欲的に取り組み、着実に力をつけていくための支援をいたします。

読書は、単に知識を得るためだけでなく、豊かな人生を送るための栄養となり得るものと

いわれ、子どもたちが豊かな感性と充実した言語活動の中で、人生を送る上で極めて重要

であります。そのために図書館で学校・園用の貸し出しセット、出前コンテナを用意する

など、学校・園と図書館との連携を深めてまいります。就学前教育では、子育て支援策と

して、幼稚園で預かり保育を実施しており、また、幼保一元化・一体化については、就学

前児童の健全な育ちの場の確保という観点から、計画的に取り組みを進めます。特別支援

教育については、平成２１年度から特別支援教育指導員に加え、各学校に支援員を配置し

ており、平成２２年度においては、さらに２校に特別支援コーディネーター加配を配置し、

その充実に努めました。平成２３年度においてはその拡大を図ります。 

 次に２点目ですが、安全、安心の教育環境と子どもの居場所づくりでございます。子ど

もたちの豊かな心をはぐくむためには、安心して学習できる学びの環境を整備する必要が

あります。これまで、平成２１年度に策定した教育施設の耐震化計画に基づき、小中学校

の校舎や体育館の耐震工事や、大規模改修工事を計画的に進めてまいりました。平成２３

年度末には、耐震化率１００％を目指してまいります。また、市内小中学校及び幼稚園の

空調機器整備計画に基づき、平成２４年度までに空調機器設備の整備を行う計画でござい

ます。さらに幼稚園では保育室不足を解消するため、祇王幼稚園の増築工事等を実施いた

します。子どもの居場所づくりについては、学童保育所と放課後子ども教室が担ってまい

りましたが、就労支援の観点から多くの保護者からその充実を求められ、これらを学童保

育所に一元化することとし、希望するすべての子どもたちが入所できるよう、中主･北野学

童保育所の新築工事を実施することによりまして、平成２３年度をもって一元化に向けた

施設整備を完了いたします。また、子どもが安心して学校生活を過ごすためには、いじめ

や虐待等をなくすことが大切ですが、表に出ない陰湿ないじめ等は発見がおくれることも

あります。いじめや虐待等の防止や早期発見に向けて、家庭、学校・園、地域が協力して、

安心・安全な教育環境をつくってまいります。また、不登校など悩みを抱える子ども・保
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護者に対する支援を充実するため、オアシス相談員を増員いたします。 

 ３点目に、人権を尊重するまちづくりであります。差別のない野洲市の実現のためには、

人権を大切にし、お互いが認め尊重し合う、お互いのよいところを探し、ともに伸ばすま

ちづくりが重要です。他人のよいところを深く認めれば、相手への理解と尊厳が生まれ、

心が通じ合い、自他の命を大切にし、よりよくなろうとする向上の心情が生まれます。こ

のような、人権を尊重するまちづくりを目指します。学校・園では道徳教育を充実するた

め、心に響く道徳資料の開発やボランティア活動などの体験活動に取り組み、規範意識や

困難を克服する力、そして我慢強さを初め、子どもたちの倫理意識の向上に努めてまいり

ます。人権・同和教育では、人権問題に関する市民意識調査の結果をもとに、より効果的

な人権啓発となるよう啓発のあり方を検証し、見直しを行います。 

 ４点目に、生涯学習と生涯スポーツの充実でございます。本市では多くの市民が活発な

生涯学習活動を行っており、学びに対する関心は高いものがあり、いつまでも健康で心豊

かな人生を送るために大切なことであります。これらの生涯学習は、個人としての趣味、

教養の学習だけではなく、地域住民としてさまざまな今日的課題や地域課題について学習

し、コミュニティセンターと連携を図りながら、その成果を地域へと生かしてまいります。

生涯スポーツの充実については、ニュースポーツの普及や総合型スポーツクラブの支援や

子どもの体力向上に向けた取り組みを進め、市民が気軽に楽しめる生涯スポーツの振興を

図ります。また、休止していた中主Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの改修工事を実施し、平成

２４年度からの再開を目指します。 

 ５点目でございますが、文化遺産の継承と豊かな文化の創造であります。豊かな自然、

伝統文化や文化遺産に触れることは教育の中で極めて重要です。これらを今後も大切に守

り育てながら、自然と文化遺産を生活の中で生かすという工夫が必要でございます。それ

ぞれの地域に存在する文化財については、市民がこれを地域の宝物としてとらえ、みずか

らが守る、子どもたちに伝えていくという活動が大切だと考えます。そのため、既に学校

や地域子ども教室等で実践されている取り組みについては、地域とのより一層の連携を深

め、その充実に努めてまいります。また、歴史民族博物館は文化遺産の継承にとって拠点

となる施設です。入館料の市民無料化により、より一層の市民サービスの向上を図ります。

また、企画展やまちかど博物館などを実施し、貴重な文化遺産を紹介することにより、市

民意識の高揚を図ってまいります。絵画、書、音楽など、地域での芸術、文化サークル、

団体の活動が一層活発になるように努め、発表や鑑賞をする機会と場を多くし、野洲の文
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化の発展、創造に努めます。また、子どもたちが日本の伝統文化に触れる機会を設けるた

め、引き続き国の制度活用に努め、その理解を進め、感性豊かな心の高揚を図ります。 

 最後に６点目でございますが、教育委員会の活性化でございます。市民にわかりやすく

親しみのある教育委員会にしていくために、情報を積極的に発信し、本市の教育の姿を家

庭、学校・園、地域、企業等が共有することが大切です。また、月に１回程度、教育委員

会だよりを発行し、市のホームページやコミュニティセンターにおいて、市民の皆さんに

情報を伝えてまいります。本市の教育の現状を多くの市民がともに知り、理解するために、

１１月１日を野洲市教育の日と制定し、懇談会等を開催しております。今後も市民との対

話の上に立った教育行政を展開いたします。また、教育行政の評価について、評価委員会

を設置し、より効果的な施策の推進に努めてまいります。 

以上、平成２３年度の野洲市の教育方針とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 （日程第５） 

○議長（立入三千男君） 次に日程第５、議第８号から議第３６号まで、平成２３年度野

洲市一般会計予算外２８件を一括議題といたします。事務局に議件を朗読させます。 

○事務局長（田中正二君） 皆さんおはようございます。それでは、議件を朗読させてい

ただきます。 

 議第８号平成２３年度野洲市一般会計予算他予算案１０件、議第１９号平成２２年度野

洲市一般会計補正予算（第６号）他補正予算案７件、議第２７号野洲市人権センター条例

他条例制定案１件、議第２９号野洲市事務分掌条例等の一部を改正する条例他条例改正案

６件、議第３６号市道路線の認定及び廃止についてその他案件１件。 

 以上であります。 

○議長（立入三千男君） 議件の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求め

ます。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 平成２３年第２回野洲市議会定例会に提案させていただきます議

案につきましてご説明申し上げます。 

 本定例会におきましては、議決案件としまして平成２３年度予算１１議案、平成２２年

度補正予算８議案、条例の制定２議案、条例の一部改正７議案、その他１議案の合計２９

議案につきましてご審議をお願いするものでありますので、よろしくお願い申し上げます。 
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 それでは、本定例会に提出いたしました議案の提案理由をご説明申し上げます。 

まず、議第８号平成２３年度野洲市一般会計予算につきましてご説明申し上げます。 

平成２３年度当初予算につきましては、平成２１年度に策定しました「財政健全化集中

改革プラン－出直し！元気やすプラン」に加え、平成２２年度に実施しました予算棚卸し

と銘打った行政評価を基本として、マニフェストロードマップに即して財源を含めた事業

スキームについて一定の道筋をつけた事業を中心に編成をいたしました。長引く景気の低

迷による国税・地方税の落ち込みを受け、国の事業仕分け、県の行財政改革方針における

事業見直し、本市の財政調整基金の減少等、あらゆる要素において財源確保に大変厳しい

状況です。一方で歳出では、福祉や医療など扶助費を中心とした社会保障関係経費が膨ら

む中で、現在予定されている国・県の制度を有効に活用しながら、限られた財源の中で市

民サービスに低下のない、むしろ一部では充実した予算が組めたものと考えております。

これも議員を初め、特別職、一般職の人件費のカットを含めた集中改革プランがあっての

ことであり、昨年度に引き続きご理解、ご協力いただきました議員各位には感謝申し上げ

る次第でございます。 

それでは、別冊の野洲市一般会計予算書の１ページをごらんください。 

第１条では、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１８７億１，２００万円と定め

るものです。対前年度当初比では９億５，２００万円、５．４％の増。子ども手当を計上

しました１号補正後の実質的な当初予算比で２億３，７６１万５，０００円、１．３％の

増となっております。 

次に、第２条の債務負担行為につきましては、８ページの第２表をごらんください。ま

ず、一般廃棄物処理施設整備事業の生活環境影響調査を、平成２３年度・平成２４年度の

２カ年で実施することから、平成２４年度分６，２３２万２，０００円を計上しておりま

す。 

次に、小口簡易資金保証債務損失補償では、滋賀県信用保証協会小規模企業者小口簡易

資金貸付制度に基づき、滋賀県信用保証協会が代位弁済した場合の実質損失額の１０分の

８について、平成３５年度までの間において８６４万円の範囲内で損失を補償するもので

す。 

東消防署及び防災センターの施設整備事業では、合築で整備することとし、建築工事を

平成２３年度及び平成２４年度で実施することから、平成２４年度の事業費分として東消

防署分で６億７，６８０万円、防災センター分で２億９，３１１万６，０００円を計上し
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ております。 

次に、第３条の地方債につきましては９ページをごらんください。地方債の借り入れに

つきましては、小学校耐震整備やこどもの家整備事業などを初め、臨時財政対策債などの

合計で２２億５，４００万円の限度額を設定しております。 

それでは予算の概要につきまして、別冊の平成２３年度予算資料に基づきご説明させて

いただきます。 

まず、歳出からご説明申し上げますので、資料の１０ページをごらんください。私のマ

ニフェストに掲げております野洲の元気と安心を実現するための施策を３項目に整備して、

新規事業を含め主な事業をまとめたものであります。 

 １点目の「もっとのびのび自由に」では、子どもへの施策として先進的に取り組んでお

ります特別支援教育、不登校対策等の指導員の増員、小中学校の一連の耐震整備に加え、

普通教室を主とした空調設備の整備、新規事業として学校、家庭、地域が一体となって子

育てを進める学校応援団事業、市民活動への支援としてまちづくり基金を活用した助成制

度を創設いたします。一方で財政健全化対策として、平成２２年度に合意いたしました野

洲幼稚園及び野洲小学校のＰＦＩ事業の見直しによる管理委託契約の削減、不要資産の売

却などを進めてまいります。 

 次に、２点目の「もっとわくわく楽しく」では、まず総合計画策定事業で、本市の元気

と将来の安心を築くため、野洲市を取り巻く社会経済動向を見据え、実現可能な計画とな

るよう計画見直しをし、計画の策定を進めてまいります。また、地産地消の推進と地域力

を活用した農林水産業の振興の一環として、農業振興計画の策定、おいでやす丸かじり協

議会への運営補助、地域の特性に合った公共交通や道路網の整備のため、コミュニティバ

ス運行の増便、篠原駅及び野洲駅周辺都市基盤整備事業、商工業の振興では、商工業振興

指針の策定、景観づくりでは、市内の地域資源を活かした景観計画の策定事業などに取り

組んでまいります。 

 次に、３点目の「もっとしっかり安全・安心」では、保護者が安心して就労できるよう、

放課後児童の居場所の確保のためのこどもの家の整備、幼稚園の預かり保育の拡充、高齢

者や障害者などが安心して暮らせる地域密着型福祉の推進のための新規事業としては、災

害時要援護事業、小規模介護施設スプリンクラー等設備整備事業、在宅療養手帳発行事業

に、また継続事業としては、守山市内に整備中の湖南地域重症心身障害者（児）生活介護

施設への整備事業補助、心身障害者燃料費・タクシー利用助成事業、地域生活支援事業な
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どに取り組むとともに、今月から実施しております子宮頚がん等ワクチン接種事業も年間

を通じた予算を計上しております。また、市民の生活支援のための相談体制の充実を図る

よう、国庫補助を受けパーソナルサポートモデル事業に取り組んでまいります。 

次に、環境保全対策では、ごみ焼却場の施設更新のための環境アセスメント、また安全・

安心なまちづくりの一環として、東消防署及び防災センターの施設整備事業を進めてまい

ります。 

一方、歳入につきましては、資料の４ページをごらんください。まず、市税では総額は

８０億７，８３８万７，０００円で、対前年度当初予算比で１億６，４８１万９，０００

円、２．１％の増となっております。増収の主な要因といたしましては、市民税のうち、

前年の所得に対し課税する個人市民税は、景気の低迷から約２億１，３００万円の減収と

なっている一方で、法人市民税では依然として厳しい景気が続いていますが、市内の主要

企業の業績見込みが上向き傾向にあることから約４億９，４００万円の増収を見積もって

おり、市税全体では、差し引きプラスとなっております。 

次に、地方譲与税から地方特別交付金につきましては、地方財政計画に示されました伸

び率等をもとに推計しており、全体では微増となっております。地方交付税につきまして

は２３億２，０００万円で、対前年度当初比で２４．７％と大きな伸びを示していますが、

これは普通交付税で平成２２年度に借り入れる地域振興基金に充当する合併特例債の元利

償還金の参入分が要因となっております。 

交付税の内訳としましては、普通交付税で２１億円、特別交付税で２億２，０００万円

を見込んでおります。国庫支出金の主な増加要因は、野洲駅周辺基盤整備事業等に係る社

会資本整備総合交付金によるものです。また、県支出金の主な減少要因は、選挙関係の委

託金、こどもの家の整備補助金などによるものです。繰入金につきましては、所要の歳入

をそれぞれ算定いたしましたが、歳出予算に必要な財源が不足することから、財政調整基

金から３億円、公共施設等整備基金から１億円を繰り入れるものです。市債では、野洲駅

前等整備事業、防災センター整備事業、篠原小学校改築改修事業、中主・北野こどもの家

整備事業などの事業によるもののほか、臨時財政対策債１３億円を見込み、市債全体では

対前年度当初比では７億１，０００万円減の２２億５，４００万円を計上しております。 

以上、議第８号平成２３年度一般会計予算の概要説明とさせていただきます。 

次に、議第９号平成２３年度野洲市国民健康保険事業特別会計予算につきましては、歳

入歳出予算の総額は４４億８，９６９万４，０００円で、対前年度当初比２．７％の増と
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なっております。医療給付費が県下でもトップクラスの高い水準で、なお増加傾向にある

一方で、不況による所得の減少等により税収は減少傾向にあり、平成２２年度末には財政

調整基金も底をつく状態で、国保財政は大変厳しい局面を迎えております。しかし、平成

２３年度につきましては、前期高齢者交付金の増額が見込まれることから、市民負担を勘

案して税率本体は改正しないことといたしました。なお、生活習慣病の予防の推進が引き

続き課題となっており、人間ドック・脳ドック、健康助成制度を改め初めての受診を促す

とともに、特定検診制度では４０歳以上の被保険者の一部負担金を廃止することにより、

利用しやすい制度に改めたいと考えております。 

 次に、議第１０号平成２３年度野洲市後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳

入歳出予算の総額は３億５，７９５万円で、対前年度当初比５．４％の減で、保険料及び

保険基盤安定化に係る市負担金等をあわせて支払う後期高齢者医療広域連合納付金が主な

ものであります。 

 次に、議第１１号平成２３年度野洲市介護保険事業特別会計予算につきましては、歳入

歳出予算の総額は２８億１，９３４万３，０００円で、対前年度当初比４．４％の増とな

っております。平成２３年度では、第４期介護保険事業計画期間の最終年度で、第５期介

護保険事業計画を策定する年度に当たることから、その策定委託料を計上するとともに、

保険給付費では新たなグループホームが本年３月末に開設されることから、その増加分と

認定者の増による居宅介護サービス費の増などを合わせ、対前年度比３．６％の増となっ

ております。 

 次に、議第１２号平成２３年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計予算につきま

しては、歳入歳出予算の総額は２，４６７万５，０００円で、野洲病院に貸し付けた資金

の元利償還分を一般会計に返済する予算を計上しており、前年度と同額となっております。 

 次に、議第１３号平成２３年度野洲市下水道事業特別会計予算につきましては、歳入歳

出予算の総額は、１７億８，９５１万８，０００円、対前年度当初比１０．５％の減で、

公共下水道並びに農業集落排水事業に係る整備施設の良好な維持管理に努めるための経費

を計上したものです。なお、県の琵琶湖流域下水道維持管理基金のうち、今後の所要見込

み額を残し、差し引き残額を精算償還されることとなり、その還付分を平成２３年度の浄

化センター維持管理負担金から差し引かれるため、この分が大きな減額となっております。 

 次に、議第１４号平成２３年度野洲市墓地公園事業特別会計予算につきましては、歳入

歳出予算の総額は２，４９７万８，０００円、対前年度当初比１．８％の増で桜墓苑の良
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好かつ効率的な維持管理に努めるための経費を計上したものであります。 

 次に、議第１５号平成２３年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額は１，３３０万３，０００円、対前年度当初比２．２％の減で、

基幹水利施設、石部頭首工の維持管理に要する経費を計上したものです。 

 次に、議第１６号平成２３年度野洲市工業団地等整備事業特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額は１３億２，９０８万７，０００円、対前年度当初比７．７％の減で、

借り入れをしています地域開発事業債の元金及び利子の償還金を計上したものです。 

 次に、議第１７号平成２３年度野洲市土地取得特別会計予算につきましては、歳入歳出

予算の総額は１億２，５８６万２，０００円、対前年度当初比４０２．５％の増で先行取

得しました公共用地の借り入れの元利償還金及びごみ焼却場の更新整備に係る新たな用地

取得費を計上したものです。 

 次に、議第１８号平成２３年度野洲市水道事業会計予算につきましては、第２条では業

務の予定量を定めるもので、給水件数は１万８，３００件。年間総配水量は７５３万７，

２５０立方メートル、一日平均給水量で２万６５０立方メートルを予定しており、主な建

設改良事業につきましては、配水管整備事業及び水源地整備事業を計画しております。 

次に、第３条の収益的収入及び支出につきましては、水道事業収益７億８，９９０万３，

０００円に対し、水道事業費費用８億４７９万５，０００円です。また、第４条の資本的

収入及び支出につきましては、資本的収入３，０５１万６，０００円に対しまして資本的

支出２億８，２９０万８，０００円であり、収支不足額の２億５，２３９万２，０００円

につきましては、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、消費税等資本的収支調整額で

補てんするものです。 

 次に、議第１９号から第２６号までの平成２２年度野洲市一般会計補正予算及び特別会

計補正予算につきましては、別冊の補正予算書をごらんください。 

 まず、議第１９号平成２２年度野洲市一般会計補正予算（第６号）につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６億４，６４０万６，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を２１８億１，９８０万５，０００円とするものです。地方債の補正

では、対象事業の精査等により限度額の変更及び一部記載の廃止をするものです。 

続きまして、歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

総務費では、財政管理費で減債基金への積立金を５，０００万円追加し、有隣館費で有

隣館移転建築工事の入札残３，５２３万８，０００円を減額するものです。民生費では、
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子ども手当で受給対象者数の精査により９，９００万円を減額しようとするものです。衛

生費では健康推進費で、がん検診等の受診者の増により検診委託料の不足分１９８万３，

０００円を追加し、環境保全対策費でエコハウス普及促進補助金の精査により利用見込み

分を減額するものです。労働費では、緊急雇用対策費で不要見込額１，８０７万３，００

０円を減額しようとするものです。農林水産業費では、農業振興費で米粉スイーツ活性化

事業補助金の不要額を減じ、認定農業者への経営体育成事業補助金２５１万４，０００円

を追加するものです。商工費では、商工会への補助金を相手方の事務事業の精査により不

要分２００万円を減額するものです。土木費では、道路新設改良費で入札残により１，６

７３万３，０００円を減額し、街路事業費で野洲駅周辺都市基盤整備事業に係る国の交付

金の見込み額の減に伴い８，００３万９，０００円を減額しようとするものです。また、

下水道事業費の下水道事業特別会計繰出金で使用料の増などにより、９，０９１万４，０

００円を減額するものです。消防費では、消防施設費で防災センター整備用地の取得費の

全額を諸般の事情により減額し、来年度の補正予算で改めて計上させていただこうと考え

ております。教育費では、小学校の耐震整備事業で５，４８９万５，０００円を、学童保

育所整備事業で３，６５５万９，０００円をそれぞれ入札残の減額をするものです。 

次に、歳入の主な内容についてご説明を申し上げます。 

国庫支出金では、歳出でも申し上げました子ども手当に係る交付金や野洲駅前周辺整備

に係る地域活力基盤創造交付金などを減額するものです。県支出金では、隣保館整備事業

補助金、緊急雇用創出特別推進事業補助金、選挙関係の委託金などを減額するものです。

財産収入では、不動産売払収入を減額し、繰入金では財政調整基金の取り崩しを１億４，

１００万円減額しようとするものです。市債では、各種事業の入札等の精査により増減差

引合計で３億４，０６０万円を減額するものです。 

以上、一般会計の説明といたします。 

 次に、議第２０号平成２２年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ６，９４２万２，００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を４３億５，１１２万９，０００円とするものです。 

 まず、歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 

 保険給付費の医療諸費ではこれまでの実績及び残りの期間の見込みにより、一般被保険

者及び退職被保険者ともに必要見込額を減額し、高額療養費では前期高齢者の入院の伸び

により、一般被保険者高額療養費を２，３００万３，０００円追加し、退職被保険者分は
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減額しようとするものです。共同事業拠出金の保険財政共同安定化事業拠出金では、拠出

額の確定により６１０万３，０００円を追加するものです。諸支出金では、平成２０年度

に交付を受けた普通調整交付金の算定に誤りがあり、その返還金で３，９４３万８，００

０円を追加するものです。一方、歳入につきましては、国民健康保険税のうち、一般被保

険者の現年度分は所得割の基礎である総所得が落ち込んだことにより、１億９４７万８，

０００円を減額するものです。国庫支出金及び療養給付費交付金の現年度分の療養給付費

期分では、保険給付費の減額補正に伴う減額措置を講じ、共同事業交付金では、高額医療

費共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業交付金とも、本年度の額の確定により追加

するものです。繰入金の財政調整基金繰入金の３，０００万円の追加は、今回の歳出の保

険給付費全体では減額補正しているものの、保険給付費、後期高齢者支援金など、保険料

の対象となる全体の負担額からすると確保すべき保険料収入は得られていないことから、

財政調整基金のほぼ全額を取り崩すものであります。 

 次に、議第２１号平成２２年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２，７２１万９，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を３億５，４５６万２，０００円とするものです。 

 歳出では、後期高齢者広域連合納付金で保険料及び保険基盤安定負担金の減額に伴い、

減額補正するものです。歳入につきましては、後期高齢者医療保険料で決算見込みにより

１,９０７万４，０００円を減額し、繰入金の保険基盤安定繰入金では、額の確定との差額

を減額するものです。 

 次に、議第２２号平成２２年度野洲市老人保健事業特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４２５万７，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を５２０万２，０００円とするものです。歳出では、医療諸費

で本年度の給付実績から医療給付費、医療費支給費、審査支払手数料をそれぞれ減額する

ものです。歳入につきましては、今年度の医療諸費の決算見込みから支払基金交付金及び

一般会計繰入金を減額し、諸収入では第３者納付金及び返納金を今年度実績により追加す

るものです。 

 次に、議第２３号平成２２年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につき

ましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ７，７４１万２，０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を２７億２，３４０万６，０００円とするものです。 

 歳出の主な内容についてご説明申し上げます。保険給付費では、これまでの実績及び今
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後の見込額により過不足が生じるサービス費等について所要の補正を講じ、保険給付費全

体で６，３４８万４，０００円を減額するものです。地域支援事業費では、介護予防一般

高齢者施策事業費で講師謝金を、任意事業の家族介護支援事業費で老人紙おむつ助成費を、

任意支援事業費で青年後見人等の報酬助成金のそれぞれの不要見込分を減額するものです。

基金積立金の介護給付費準備基金積立金では、保険給付費及び地域支援事業に係る国支払

基金及び県の負担金等の決算見込によるそれぞれの減額並びに保険給付費及び地域支援事

業の所要見込額により基金への積み立てができなくなったため、利息分の積立金を除く積

立金１，３５３万３，０００円を減額するものです。 

 一方、歳入では、国庫支出金、支払基金交付金及び県支出金については、交付決定見込

額によりそれぞれ減額し、繰入金の一般会計繰入金については、対象事業費の減額に伴い

それぞれの負担割合により減額するものです。 

 次に、議第２４号平成２２年度野洲市下水道事業特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５３１万４，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を２０億１，２４２万４，０００円とするものです。また、地方

債の補正では、流域下水道事業債は負担金の減額に伴う減額、資本金平準化債は使用料の

増に伴い減額をするものです。 

 歳出の主な内容については、農業集落配水事業費では安治処理場破砕機の修繕及び汚泥

引き抜き量の増により所要額を増額するものです。公共下水道事業費では、下水道使用量

の増により、浄化センター負担金で１，８８７万円を増額し、琵琶湖湖南流域下水道建設

負担金で６４０万１，０００円を、雨水対策事業費で入札残により３００万円をそれぞれ

減額するものです。公債費の元金の減額補正は、平成２１年度末において繰上償還を行っ

た借換債について、予定額よりも許可額が少なかったことにより、今年度当初予算に計上

しておりました借換債の元金償還計上額に不用額が生じたことによるものです。 

 一方、歳入については使用料の公共下水道使用料及び特定環境保全公共下水道使用料に

おいて、下水道使用量の増加により１億１，１９１万４，０００円を増額するものです。

これに伴い一般会計からの公共下水道事業繰入金分を減額するものです。市債では先ほど

の地方債の補正の理由により、合計で２，７００万円を減額するものです。 

 次に、議第２５号平成２２年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を２，７１３万６，０００円とするものです。 
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 歳出では、修繕工事費の減額に伴い１０５万４，０００円を減額するとともに、墓地公

園整備基金への積立金として１１５万４，０００円を増額するものです。歳入では墓地管

理手数料のうち、滞納繰越分の確定に伴い２万４，０００円を減額するとともに墓地公園

整備基金利子を１２万４，０００円増額するものです。 

 次に、議第２６号平成２２年度野洲市工業団地等整備事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４万９，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１４億４，０７６万６，０００円とするものです。 

 歳出についてはイオン・リテール株式会社との事業用借地権設定契約公正証書第５条第

２項に基づく賃料の改定のための土地の不動産鑑定料１４４万円を計上しておりましたが、

話し合いにより合意したため全額減額し、また借換債の利子の確定に伴い１４８万９，０

００円を増額するものです。歳入については一般会計から３万６，０００円を繰り入れ、

繰越金１万３，０００円を増額するものです。 

 以上、一般会計特別会計の補正予算の提案説明といたします。 

 次に、議第２７号野洲市人権センター条例についてご説明申し上げます。 

 本条例につきましては平成２３年度から野洲地域総合センターの２階を人権施策の推進

拠点として位置づけるとともに、人権相談や人権侵害への取り組みの足がかりとしていく

ため、人権センターを設置するものです。これに伴い、人権情報センターを廃止すること

から、附則で人権情報センター条例を廃止するものです。なお、本条例につきましては平

成２３年４月１日から施行するものです。 

 次に、議第２８号「野洲リバーサイドタウン」地区計画の区域内における建築物の制限

に関する条例についてご説明申し上げます。 

 本条例につきましては、平成２３年１月１１日に都市計画決定いたしました「野洲リバ

ーサイドタウン」地区計画の区域内において建築基準法の規定に基づき良好な住環境を確

保するため、地区計画の区域内における建築物の用途の制限、建築物の容積率の最高限度、

建築物の建ぺい率の最高限度、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物

の高さの限度などを定めるものです。なお、本条例につきましては平成２３年４月１日か

ら施行するものです。 

 次に、議第２９号野洲市事務分掌条例等の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 

 本条例につきましては、新年度から組織の一部を見直し改編するため、これに伴う関係
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条例の一部を改正するものです。第１条の野洲市事務分掌条例の一部改正では、現行の総

務課を総務課と人事課に分離することにより、現在、政策調整部で所管しております組織

に関する事務を総務部に移管するものです。第２条の野洲市特別職報酬等審議会条例の一

部改正では、審議会の庶務を現行の総務課から新設の人事課で所掌するものです。第３条

の野洲市まちづくり協働推進センター条例の一部改正では、その業務を市民活動支援に特

化することから、その名称を市民活動支援センターに改めるとともに、その設置目的や事

業について所要の改正を行うものです。なお、本条例につきましては平成２３年４月１日

から施行するものです。 

 議第３０号野洲市使用料条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本条例につきましては、まちづくり協働推進センターの名称変更に伴う改正と有隣館の

建てかえに伴う室名の変更を行うものです。なお、本条例につきましては、平成２３年４

月１日から施行するものです。 

 議第３１号野洲市重要な公の施設の廃止又は独占利用に関する条例の一部を改正する条

例についてご説明申し上げます。 

 本条例につきましては、人権センターを設置し人権情報センターを廃止すること、まち

づくり協働推進センターの名称変更に伴い、所要の改正を行うものです。なお、本条例に

つきましては平成２３年４月１日から施行するものです。 

 議第３２号野洲市地域総合センター条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 

 本条例につきましては、有隣館の施設老朽化に伴い、新たに隣接地に建てかえることか

ら有隣館の位置を変更するものです。なお、本条例につきましては平成２３年４月１日か

ら施行するものです。 

 議第３３号野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 平成２１年１０月から本年度末までの間、暫定的に引き上げた出産育児金について、平

成２３年４月から恒久化することに伴い、所要の改正を行うものです。なお、本条例につ

きましては平成２３年４月１日から施行するものです。 

 議第３４号野洲市地域ふれあい公園条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 

 有隣館の移転に伴い北比江運動公園を削除し、従前より地元自治会で維持管理されてお

りました桜公園と木の座の泉公園を追加するものです。なお、本条例につきましては公布
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の日から施行するものです。 

 議第３５号野洲市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等

の手続に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 本条例につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律が改正されたことに伴い、

所要の改正を行うものです。なお、本条例につきましては平成２３年４月１日から施行す

るものです。 

 議第３６号市道路線の認定及び廃止についてご説明申し上げます。 

 今般、開発により、起終点が変わる既存の１路線について、一たん路線を廃止し、新た

に認定するものです。また、開発行為に伴う寄附を受けた公衆用道路１路線を新たに市道

に認定することについて、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定に基づき議決を

求めるものであります。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 

 （日程第６） 

○議長（立入三千男君） 日程第６、請願第１号及び請願第２号「住宅リフォーム助成制

度の創設を求める請願書」他１件を議題といたします。 

 紹介議員から請願趣旨の説明を求めます。 

 第３番、小菅六雄君。 

○３番（小菅六雄君） それでは、２件の請願について、ご説明を申し上げます。 

 請願書をごらんいただきたいと思います。 

 まず初めに、請願第１号「住宅リフォーム助成制度の創設を求める請願書」でございま

す。 

 請願趣旨、住宅リフォーム助成制度は市民の暮らしと中小業者の営業支援としての大き

な経済効果が全国的に実証されています。昨年１２月の滋賀県議会でも上記請願が全会一

致で採択され、中小業者に大きな元気を与えるものとなっています。よって、野洲市にお

かれても、上記のこの制度を創設されることを求めるものであります。 

 請願理由、長引く不況のもとで中小業者の営業は依然厳しい状況が続き、地域経済の疲

弊が深刻化していますが、中小業者は大好きな商売を続けたい、自分の技術を生かしたい、

地域経済を何とかしたいと必死の営業を続けています。今ほど住民、中小企業を活性化さ

せる施策が求められているときはありません。住宅リフォーム制度は助成金、公金が呼び

水となって大きな経済効果を波及し、工事費は予算額の１５倍から２０倍、経済波及効果
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は予算額の２５倍から３０倍と試算されています。そのため、全国的に広がりを見せまし

て、昨年１０月３１日現在１７５自治体、県段階では秋田県、上限２０万円でありますが、

で実施され、山形県でも実施が決まっています。滋賀県を初め、岩手県、宮城県、宮崎県

でも県議会で請願が採択されています。また、県内の市段階では近江八幡市、彦根市、大

津市など６自治体で実施され、補正予算が組まれるなど、積極的な施策となってきていま

す。その中で、岩手県宮古市の助成制度は屋根・外壁の張りかえ、水まわりの改修、外壁

塗装などの工事が５割以上を占めるなど、助成の制限が緩和されることで全世帯の約３割

が活用するなど、喜ばれています。よって今日の経済危機の緊急対策としての実施が求め

られているものであり、次の事項を請願します。 

 請願項目として、野洲市として住宅リフォーム助成制度を創設されたい、 

 以上でございます。 

 次に、請願第２号、小規模修繕工事希望者登録制度の創設を求める請願であります。 

 請願趣旨として、入札資格のない中小業者に小額工事を発注し、地元業者の仕事おこし

の制度を創設されることを求めています。請願の理由として、長引く不況下のもと、いつ

か景気が上向くと我慢してきたが全然よくならない、蓄えも底をついた、さっぱり仕事が

なくて生活が大変、借入金が返済できない、仕事がないので朝５時に起きて岐阜県まで行

っているなど、中小業者の営業と暮らしがますます厳しくなっています。そして、これら

中小業者の苦境は地域経済の落ち込みになっています。今日ほど地域経済と中小業者を活

性化・元気づける自治体の施策が求められているときはありません。そのような中、今、

全国で小規模修繕工事希望者登録制度を実施する自治体がふえています。この制度は、経

営審査を受けた指名業者の入札ではなく、例えば５０万円、実施する自治体で異なります

が、５０万円以下の工事につき、指名業者であるなしを問わず、登録した業者に発注する

制度であります。現在、随意契約になっている小額工事を登録業者に発注するもので、こ

の制度は当然のこと予算を直接伴うものではなく、自治体の工事の発注方法の改善で実施

できる内容であります。仕事の激減で困っている中小業者を元気づけ、地域経済も元気づ

けられる制度として本市でも実施が求められているものであり、次の事項を請願していま

す。 

 請願事項、野洲市として、小規模修繕工事希望者登録制度を実施されたい。 

 以上２件であります。慎重審議の上、ぜひとも採択いただきますようお願いして、提案

者としての説明といたします。 
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 （日程第７） 

○議長（立入三千男君） 日程第７、予算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といた

します。 

お諮りいたします。 

本件については、議第８号平成２３年度野洲市一般会計予算から議第１８号平成２３年

度野洲市水道事業会計予算までについて審査を行うため、委員会条例第６条の規定により、

２０名の委員をもって構成する予算特別委員会を設置いたしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

○議長（立入三千男君） ご異議なしと認めます。よって、２０名の委員をもって構成す

る予算特別委員会を設置することに決定いたしました。 

ただいま設置されました予算特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、本職を含む全員を指名いたします。 

暫時休憩いたします。 

            （午前１０時０９分 休憩） 

            （午前１０時２０分 再開） 

○議長（立入三千男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 （日程第８） 

○議長（立入三千男君） 日程第８、予算特別委員会の正副委員長の互選結果について報

告がありましたので、本職より報告いたします。 

予算特別委員会委員長に第１７番、鈴木市朗君、副委員長に第２０番、河野司君、以上

のとおり互選されましたのでご報告申し上げます。 

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

 明３月１日から３月７日までの７日間は、議案調査のため休会といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

 （ 「異議なし」の声あり ） 

○議長（立入三千男君） ご異議なしと認めます。よって、明３月１日から３月７日まで

の７日間は休会することに決定いたしました。 

なお、念のため申し上げます。来る３月８日は午前９時から本会議を再開し、議案質疑
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及び代表質問を行います。 

本日はこれにて散会いたします。ご苦労さまでございました。（午前１０時２１分 散会） 

 

 野洲市議会会議規則第１２０条の規定により下記に署名する。 

 

                      平成２３年２月２８日 

 

 

 野 洲 市 議 会 議 長     立 入 三千男 

 

 署 名 議 員     太 田 健 一 

 

 署 名 議 員     河 野  司 

 


